
昭和63年 度 定例講演会講 演要 旨(12月17日)

北 海 道 の 林

日野間 彰

北海道 の林 についての話を始め る前 に、私達 の住 んでいるこの北海道 に近 い気候条件 を もったよ うな

地域 が、地球上で どのよ うに分布 して いるのか について、簡単 に触 れてみたい と思います。世 界の気候

の区分にはい くつかの手法が用 い られて いますが 、例 えばケ ッペ ンによる気候 区分 で見て みる と、 「熱

帯 雨林気候」 とか 「草原気候」 とか いった名前 にみ られるとお り、気候 と植物(植 生)と のかか わ りが

非常 に強 いのだ ということが理解 され ます。気候の要素 にもい くつか あ りますが、主 と して気 温と降水

量が重要 な要素 と して取 り上げ られ ます。

ケ ッペ ンによると、北海道は亜寒帯多雨気候 という気候区分 に属 し、 その分布 は中国東北部 、欧州 中 ◎

部、北米 中部 にみ られ ます。東 ア ジア ・太平洋地域 に限 ってみ ると、亜寒帯多雨気候の分布 は非常 に限

定されてお り、地域的 には稀な気候区分であ るといえ るで しよ う。_

気 温について もう少 し検討 してみます。札幌付近の1月 の月平均気温は約 一7℃ 、7月 は約15℃ と な っ

ていますので、1月 と7月 について月平均気温が 一7℃ と15℃ の 等温線を世界地図 に描 いてみると、北

海道が地球上の同緯度の他地域(平 地)の 中で最 も寒 い地域であ ることがわか ります。 このことは、北

海道の植物の景色が、私達の地理的感覚よ りももっと北方 に傾 いて いることを示唆 して いるので はない

かと考え られ ます。

もうひとっ 、北海道の 自然景観や生活風土 に大 きな影響を与えて いる気候の要素 と して雪 をあげるこ

とができます。降雪地域 というのは世界の寒冷地域の 中に不連続 に点在 しています。高 い山脈があ って

海や大きな湖 などに近接 している地域 に多 いわ けですが、東 ア ジア ・太平洋地域 に限 ってみます と東北

日本のほか朝鮮北部 、アムール川L流 、 サハ リン等 に限定 され ています。

気候 区分や気温、積雪 についてだ けの検討か ら、 世界の中の北海道 に似 た地域 を把握す るのはちよ っ

と乱暴ですが、おおよその見当はつ くので はないか と思 います。 そ うします と、程度の問題 はあ ります

が北海道 とい うの は東ア ジア ・太平洋地域の 中にはほとんど似た地域が無い、いいかえれば、非常 に特殊

な地域 であることがわか ります。全世界 に目を向けてみた場合 、北 海道 に似た気候 ・風 土を持 ってい る

地域 として ヨー ロッパ 北部 のバ ル ト海沿岸か ら東 欧の北部 にか けての地域 と北ア メ リカの東海岸地域の ひ
1

一 部をあげ ることができます。やや似 た地域 までを含めます と、東ア ジアでは中国東北部 ～アムール川

流域、 ヨー ロッパ では欧州中北部の全域 ～中央ア ジア付近 、北 ア メ リカでは合衆 国中北部 全域～カナ ダ_

南 部までが入 り、世界 の主要な先進国の ぽとんどが含まれて しまいます。

世界の気候 区分 が、例えば 「草原気候」 とか 「熱帯 雨林気候」 な どのよ うに植生 の区分の名称を使 っ

て用い られているよ うに、気候 と植生 とは深 くかかわ っています。ですか ら、世界の植 生図を眺めてみ

ます と、気候図 と良 く似た形を しています。 ウォル ターG964)の 描 いた世界の植生図に よると、北海

道の西半分が冷温帯夏緑林に属 し、東半分は北方針葉樹林に属す るとされてお り、気温の ところで述べ

たの と同様、北方針葉樹の分布域('F地)と しては世界で も最 も低緯度に 当る地域のひ とつ とな ってい

ます。従 って、植生の面か らみて も、北海道は東 アジア ・太平洋地域では特異的な地域であ るといえ ま

す。

北海道の現存の植生についてみてみ ましよう。昭和48～51年 に行われた緑の国勢調査(環 境庁)の デー

タか ら、北海道の高木林の分布 面積 を群落毎に分 けて 書き出 してみ たのが第1表 ですが、 これ によると

北海道の森林(高 木)面 積の約35%が 針 葉樹林で、広葉樹林が65%程 度 となります。 また、北海道植生
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(第1表)「 緑の国勢 調査(昭 和51年)」 にみ る

北海道の高木林 の分布面積比

メ ッシュ数 構成比(%)

エ ゾイ タヤー シナ ノキ酢落 22,558 46.33

エ ゾマツ ーダケカ ンパ 群落 6,625 !3.61

下部針広混交林 5,406 H.10

エ ゾマツ ー トドマ ツ群 集 4,596 9.44

ササ ーダケ カ ンパ群落 4,515 9.27

チ シマザサ ーブナ酢団 3,507 7.20

ハ ンノキ群落 505 1.04

ミズ ナラ ーカ シワ ーコナラ群落 320 0.66

アカエ ゾマ ツ群集 213 0.44

ヤマハ ンノキ郡 蕗

シラ カンパ群落

ハ ンノキ ーヤチ ダモ所集

ドロ ノキ ーオオパ ヤナギ群蓋

シロヤナギ 群落

ハ ルニ レ群集

ヒノキア スナロ群落

ジュウモ ンジシダ ーサ ワグル ミ群 落

ケ シ3ウ ヤナギ 群落

け3

!05
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5!
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0.36

0,22

0.13
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0,04

0』3
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0.Ol

o,Ol

*注:「 緑の国勢調 査」(環 境庁,昭 和51fF)よ り作成 した。

図(伊 藤浩司 ・他、1982年)を 基 に、北海道 を19の

圏域 に区分 して その圏域 ごとの ・:ヒ地利用面積の割合

を集計 した第2表 によ ります と、針葉樹林 と広葉樹

林の面積の比率はおお よそ40:60と な ってお り、北

海道の森林に 占め る針葉樹林の割合はだいた い35～

40%程 度 であ ると考えてよいか と思われ ます。 また

同 じ資料 か ら、北海道の約3分 の2の 面積が森林に

よって占め られてい ることがわか ります。

ここまでの話は、いわば人工 衛星 や飛行機 の上か

ら地球や北海道 を眺め るよ うに、面的 な広 が りを中

心 として述べて きま したが 、実際の私達 の生活 にお

ける視線か ら眺め た場合 には北海道の森林景観の 占

める位置は どの程度 なのか について興味 を持 ちま し

た。 そこで、北海道内の主要な道路を実際 に走 って

もらい、車か ら眺めた景色を6種 類(市 街地、畑、

水田、牧草、草原、森林)の 景色に分けて地図上に

描いてみた ところ、最 も多か ったのはやは り森林で

したがその割 合は37.1%に す ぎず、面積比に占める

約3分 の2に 比べて極めて小 さい数値を示 しま した1,

逆 に面積 では、0.7%し か ない都 市(市 街地)や18.8

%の 畑 ・牧 草地が それ ぞれ16.1%、30.6%と 大 きな

割合 とな って しまいま した。道路が比較的 平坦 な、

人々の生活 に近い空閤 を走 ってい ることか ら、 この

結 果は当然 といえば当然ですが、面積 的には6割 を

超えている森林 が、私達の生活の中では4割 弱に し

か認識されないとい うことは、自然 景観 として私達

の環境の 大切 な一部 を構成 する森林の取 り扱いの 上

で十分に留 意されるべき問題 と考えることがで きます。

次に北海道 の森林の 内容 について私の調査 したデータを基 にお話 します。最初 にデ ータの内容 にっい

て少 し説明 します。 デー タは1953年 か らig87年 ま での間に様々な方法で発表 された植生調査の資料を使 っ

て整理 したもので、 それ らの中か ら高木林の 自然林のデー タだけを集めた ものです。従 って、デ ータの

と られた場所(ス タ ン ド)は 北海道全域にまんべんな く分布 してい るのではな く、かな りの偏 り(特 に

道央地域が多い)が あ ることを承知 しておいて下 さい。 こうして集め られたデータ(ス タ ン ド)の 数 は

1540個 に な りま した。

まず、最初に、北海道の森林 にはどのような樹木が高木層に優 占 しているか(多 いか)を 知るために、

樹種(群)ご との優 占 スタン ド数 を調べて みま した。第3表 は その結果ですが、最 も多か ったの は ミズ

ナ ラの優占す るスタ ンドで、全体の15%に 達 し、 トドマツ、ハ ンノキ、ヤチ ダモ、 ダケカンバの1順となっ

ています。

また・2種 類の樹木が優 占 してい る例 と しては トドマ ツとエ ゾマ ツ、 ミズナ ラとコナ ラ等が比較的多

いよ うです。 なお、全データの高 木層には ツル植物や著生植物を含 めて102種 類 の植物 が出現 してお り
、

それ らの うち優占種 とな り得た植物 は49種 類で した。

以Lの 集計結果を もとに、北海道 の森林 で高木層に優占 しやすい樹木 にはどのよ うなものが あるのか
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(第2表)圏 域別土地利用比

単位:%

圏 域 針 葉樹 林 広 葉樹 林 サ サ 草 原 草 原 植 林 地 畑 ・牧草地 水 田 都 市 湖 沼 計
A.渡 島半島 3.9 56.2 4.5 一 22.4 9.9 L6 L2 0.2 100.0

B.積 丹 ・ニセ コ 一 67.1 2.0 一 16.3 至2.9 1.5 0.2 一
童00.0

C.支 笏 ・洞爺 13.9 53.S 1.5 耀 9.7 !6.9 0.3 LG 3.正 ヱ00.0

D.石 狩平野 4.5 25.0 一 1.4 5.9 25.5 30.7 7.O } 100.0

E.暑 寒別 13.8 7S.2 一 一 L8 8.3 囎

1一 『 mO.0

F.タ 張山地 42.9 40.5 噸 朧 6.8 6.0 3.8 }一
身

一 100.0

G.日 高 45.2 41.3 0.3 1.5 1.8
1
}9,8 獅 婁

噂 剛 100.0

H.上 川 ・富良野 5.0 29.7 一 帽 5.4 51.3 7.了 0.9 脚 100.0

1.大 雪 69.1 21.9 }

2.8 3.8 L7 o.8 嘱 唱 100.0

」.十 勝平野 一 15.藍 0.3 ・硝 o.7 33.4 囎 0.5 一 100.0

K.足 寄 ・白糠 29.2 52.6 i.2 葡 6.0 10.3 0.7 一 一 100.0

L.釧 路 2L2 41.9 LO 15.5 6.7 13.1 一 0.7 }

100.0

M.根 釧原野 2.6 15.2 6.4 5.4 2.0 δ8.3 一 舶 帽
100.0

N.知 床 29.4 44.8 一
2L8 『 4.0 } 一 噂 100.0

0.阿 寒 5L4 16.7 L4 0.9 13.7 12.3 哨 鵯 3.7 100.0

P.掴 走 ・北 見 8.6 41.8 一 口 5.6 39.1 } 一 4.9 上00.0 ,A

Q.北 オホーツク 39.7 37.8 2.0 0.3 2.5 17.6 0.1 一 一 100.0

R.サ ロペツ ・利尻 16.0 15.1 33.0 7.7 卿 28.2 } 噂 一 ioO.0

S.天 塩 35.6 50.0 0.6 0.1 10.7 2.4 0.6 一 一 100』

全 這 27.1 402 L9 L5 6.7 18.8 2.4 0.7 0.7 100.0

資料:「北海道椅生図」(伊藤浩司・他,1982)

を知 るため、"優 占種 にな りやす さ"と いう概念 を考えま して、第4表 の とお りま とめて みま した、,こ

れによ って、北海道の森林 に占め る樹種の勢力分布が 多少 は理解で きるか と思 います。

次に、この デー タを用 いて森林の区分を試み た結 果にっい て御紹 介 します。詳 しい方法 論については

省略 しますが、 ここで いったの はK一平均法 とい う名前の ク ラスタ ー分析 手法を用 いた もの で、各 ス タ

ン ドの高木層 に出現 した全 ての植物 とその優 占度 を、一定の基準で機械的 にグループ化 した もので第5

表 はその結果の例 です。第5表 の中に示されている1、H、 型、W、Vと いうローマ数字(常 在度)は 、

それぞれの クラス ターに含 まれ ろスタ ン ドの何割程度の スタ ン ドに当該樹種 が出現 して い るのか(出 現

頻度 といいます)を 示 しており、Vで は80～100%、Wで は60～80%、 皿 では40～60%の 出現頻 度で あ

る ことを意味 して います。 この表を眺めてみ ます と、 い くつかの ことが注 目されます。 まず、常在度 皿

以Lに だけ注 日 してみ ま しよう。常在度 皿以 上の樹種 に基づ いて各 クラスターに名前を付 けてみると、

だいたい第6表 の ようにな ります。 これ らはおそ らく北海道の代表的 な森林 の型の ほとん どを含んでい

るといえま しよう。注 目され る点の ひとつは、 これ らの林の 名称 に含まれる樹種 の名前の数 です。 ダケ_

カ ンパ林やハ ンノキ林の ようにひ とつの樹種 によ って林の名前が付 け られている ものか らエゾイタヤ ・

ミズナ ラ ・シナノキ ・ケヤマハ ンノキ林の ように4つ もの樹種 によ って名付 け られ た林 まであ ります。

林 の名前に含まれ る樹種の数が少な いほど、 その林の高木層が少 ない樹種 によ って優 占されるこ とが 多

く、他の林 と識別 され やす いといえ るで しよう。

また注 目すべ き点の ひとっと して、第5表 の ク ラス ター番号9(エ ゾイ タヤ ・アカイタヤ ・ハルニ レ

林)や ク ラスター番号15(シ ナ ノキ ・キハ ダ ・ミズキ林)の よ うに、最高 の常在度 が皿で、IVやVと い

う樹種 が含 まれて いない林があ ります。 これ らの林 は特 に一定の安 定 した優 占種 を持 たない林 と考える

ことができます。

今度 は第5表 の下段の 方に並べ られてい る樹木 に注 目 してみ ま しよ う。 ウダイカ ンバ、 オ ヒョウ、ハ

リギ リ、 等 ですが 、これ らは どの ク ラスター(林)に も良 く見か ける割 りには優 占する ことの少

ない樹種 といえます。 第6表 はこの ような樹種 をまとめあげた ものですが、 これ らの樹種 はいろいろな
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立地 にや たらと生育す るけれども、林 を代 表する程 にはなれ ない樹木 、すなわちあまり個性の ない樹木

であるということかで きるで しよう。

乱雑 な内容 で申 し分 けあ りません で したか、北海道 の林 について、特 にその景観 を軸 と して述べ てみ

るために、林の優 占種 を中心 と した分析の例 を紹 介させ ていただきま した。

(第3表)森 林群落の高木層優 占種(種 群)別

スタ ンド数の集計

(第4表)
"優 占 種にな りやす さ"の 順 に集計 した

森 林群落の高木層優占種

樹木名 スタ ンド数 出現比(%) 樹木名 スタン ド数 出現比(%)

●

D
A 、

,
A.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

!

2

3

4

5

6

7

8

9

0

-

2

3

4

5

6

1

-

1

1

1

!

i

-

i

-

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

ミズ ナ ラ

ト ドマ ツ

ハ ンノ キ

ヤ チ ダモ

ダケ カ ンバ

プナ

ア カエ ゾマ ツ

ハ ル.ニ レ

ケ ヤ マ ハ ンノ キ

コナ ラ

エ ゾ イ タ ヤ

シラ カ ンバ

エ ゾ マ ツ

カ シワ

シナ ノキ

カ ツ ラ

オ ノエ ヤ ナ ギ

ドロ ヤナ ギ

ト ドマ ツ ・エ ゾ マ ツ

ク リ

オ ヒ ョ ウ

ア カ イ タヤ

ウダ イ カ ンバ

オ ニ グ ル ミ

ミズ ナ ラ ・コ ナ ラ

ハ リエ ンジ ュ

オ オ バ ヤ ナ ギ

ト ドマ ツ ・ア カエ ゾマ ツ

ハ ンノ キ ・ヤ チ ダモ

ミズ ナ ラ ・エ ゾ イ タヤ

シウ リザ ク ラ

サ ワ グ ル ミ

ホ オ ノキ

ハ ルニ レ ・ヤ チ ダ モ

アオ ダモ

ケ ヤマ ハ ン ノキ ・ヤ チ ダモ

そ の 他(出 現 頻 度4以 ド)

合 計

凸
∠

4
⊥

・
1

1

8

3

7

6

8

2

1

1

9

6

3

3

8

7

6

5

0

5

3

3

3

0

9

8

7

6

6

6

6

6

6

5

5

5

2

0

3

3

9

9

8

7

6

6

5

5

4

4

4

3

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

0

4

2

F)1

0

5

4

0

6

9

4

0

3

3

2

0

8

1

8

8

7

6

3

0

8

8

8

6

6

5

5

4

4

4

4

4

4

3

3

3

5

8

6

6

5

4

4

4
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(第5表)常 在 度表

クラ ス ター 番 号

ス タ ン ド 数

ミズ ナ ラ

シラ カ ンパ

エ ゾ イタ ヤ

シナ ノキ

ト ドマ ツ

エ ゾマ ツ

ヤチ ダモ
ハ ルニ レ

ダケ カ ンパ
ハ ンノキ

ケ ヤ マハ ンノキ

ブナ

ア カイ タヤ

カ ツラ

キハ ダ

ミズキ

エ ゾ ノパ ヲコヤ ナギ

ハ リエ ン ジュ

ケ シ ョウヤ ナギ

ナナ カマ ド

ヒ ノキア ス ナロ

タチ ヤナ ギ

エ ゾヤナ ギ

ウ ダイ カ ンパ

オ ヒ ョウ
ハ リギ リ

オ オヤ マザ ク ラ

オニ グル ミ

ホ オ ノキ

ヤ マモ ミジ

ア オ ダモ

コナ ラ

カ シワ

コ シアブ ラ

シウ リザ クラ

アカ エ ゾマ ツ

ァズ キナ シ

キ タコ プ シ

オ ノエヤ ナギ

サ ワ シバ

イ ヌエ ン ジュ
ハ ウチ ワ カエデ

オオ パ ボ ダイ ジュ

ドロヤ ナギ

サ ワ グル ミ

ク リ

ア サ ダ
ハ クウ ンボ ク

ミヤマ ザ ク ラ

トチ ノキ

アカ シデ

ク ロピ イ タヤ

オオ パヤ ナギ

エ ゾノ カワ ヤナ ギ

カ ス ミザ クラ

イ チイ

エ ゾ ノキ ヌヤ ナギ

シロヤ ナギ

ミネ カエ デ

モイ ワ・1{ダイ ジュ

ヤマ ナ ラ シ

オ ガ ラパ ナ
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(第6表)高 木層に出現す る頻度が高 いが 、優 占

す ることの少 ない樹木

(参 考)高 木層優占種からみた北海道の林

◆ ミズナラ ・シラカンパ林

G

参

A

ウダイカンパ

オ ヒ ョウ

ハ リギ リ

オオヤマザ クラ

オニ グル ミ

ホオ ノキ

ヤマモ ミジ

アオダモ

◆ エ ゾ イ タ ヤ 。 ミズ ナ ラ ・シナ ノキ ・ケ ヤ マ ハ ン ノキ 林

◆ ト ドマ ツ ・エ ゾマ ツ林

◆ ヤチダモ ・ハルニ レ林

◆ ダケカ ンパ林

◆ハ ンノキ林

◆ケヤマハ ンノキ林

◆ブナ林

◆ エ ゾ イ タ ヤ ・ア カ イ タ ヤ ・ハ ル ニ レ林

*沈:ク ラスターへの出現串が50%以 ヒの もの。

◆カツラ林

濯
曇

◆ シナ ノ キ ・キ ハ ダ ・ ミズ キ林

◆エゾノバ ッコヤナギ林

◆ ハ リエ ンジ ュ林

*注:ク ラスタ。に所属す るスタン ドが

5個 未満 の ものは除 いた。

`

D
A.

並 木 ウ オ ッ チ ン グ

今、札幌で一番 多い並木 は、ニセアカ シアで、

次いでナナ カマ ド、イチ ョウ、プ ラタナス、 シダ

レヤナギ とい うことになっていて、これ らだけで、

札幌の並木 の70%以 上 を占めている。

本道全体 で も地域 によ り多少 の変化 はあるが、

これ と大体似 かよ った状 況である。 ちが うところ

は、全体 ではナナカマ ドが トップであるこ とだ。

5年 ほど前 に、道 民意識の調査の なか で 「身の

回 りで愛着 を感ず る木」 としてあげ られた ものは

ナナカマ ドが トップで、次いでアカシア、 ライラッ

ク、ポプ ラであ った。

村 野 紀 雄

上位にあげ られ たこれ らの木は、いずれ も明 る

くはなやかな イメージを与え るものであ る。

しか し、考えてみ ると、 これ らの木は、確か に

見る人 に好 まれ る面 はあ るが、それよ り、植え る

側 に都合がよいか ら植 えられて きた とい う面が大

きいように思われ る。意識調査では、 こうい うも

のばか りが身の囲 りにあ るか ら選ばれた と考え る

ことがで きる。

一・般 に
、街路並木 を植 える時、 その樹種を選ぶ

観点 と して は、生長が早 く、形が よく、病虫害 に

強 く、 勇定 にも強 く、排気 ガスなどの多い街路条
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